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陸・海・空 自衛官候補生

※ 応募資格、試験日・入隊日等についての詳細はお問合せください。
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■特例退職手当  ■再就職支援  ■選抜試験により永年勤務可能

年間を通じて受け付けております。 （応募資格 ：18歳～33歳未満の方）

富山地本Instagram
フォローミー！ イベント情報

発信中！

各
地
へ
旅
立
ち

～
入
隊
式
～

今
春
（
３
月
）
に
富
山
県
か
ら
全
国
各
地
陸
海
空

自
衛
隊
の
教
育
隊
及
び
各
学
校
に
若
人
56
名
が
入
隊

・
入
校
し
た
。

３
月
の
最
終
週
に
全
国
の
着
任
地
（
教
育
隊
が
所

在
す
る
駐
屯
地
及
び
基
地
等
）
に
担
当
広
報
官
同
伴

の
下
、
着
隊
を
し
た
。
今
回
富
山
県
か
ら
の
入
隊
・

入
校
者
は
、
北
は
多
賀
城
駐
屯
地
（
宮
城
県
）
、
南

は
防
府
南
基
地
（
山
口
県
）
で
あ
っ
た
。

各
入
隊
式
で
は
、
着
隊
か
ら
約
１
週
間
と
短
い
期

間
で
の
準
備
で
あ
っ
た
が
、
ま
だ
着
慣
れ
な
い
真
新

し
い
制
服
を
身
に
着
け
、
緊
張
の
面
持
ち
で
式
に
臨

ん
で
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
き
な
声
で

「
宣
誓
」
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
自
衛
官
と
し
て
国
民

の
皆
様
を
守
れ
る
よ
う
、
誓
い
を
立
て
た
。
声
高
ら

か
に
力
強
く
宣
誓
文
を
読
み
上
げ
る
姿
は
と
て
も

堂
々
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
式
典
に
参
加
い
た
だ
い

た
ご
家
族
の
皆
様
の
中
に
は
、
短
期
間
で
成
長
し
た

我
が
子
の
姿
を
見
て
涙
ぐ
む
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
約
３
か
月
間
の
教
育
期
間
で
自
衛
官
と

し
て
の
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
た
の
ち
、
各
地
で
専

門
的
な
分
野
の
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

式
典
終
了
後
、
家
族
や
担
当
広
報
官
と
懇
談
し
、

久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
て
涙
ぐ
む
姿
や
話
が
弾
み

盛
り
上
が
る
姿
、
写
真
撮
影
を
し
て
い
る
姿
が
見
ら

れ
た
。
約
３
か
月
後
の
卒
業
式
で
さ
ら
に
自
衛
官

と
し
て
輝
き
、
成
長
し
た
姿
が
待
ち
遠
し
い
。

戦艦長門 鉄鋼榴弾 と入隊者
「海上自衛隊舞鶴教育隊」

「航空自衛隊防府南基地」

「陸上自衛隊金沢駐屯地」

「陸上自衛隊大津駐屯地」
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北
信
運
輸
グ
ル
ー
プ

会

長

  

黒
川

哲
男

丸
和
ケ
ミ
カ
ル
㈱

代
表
取
締
役
会
長

木
田

博
久

阪
神
化
成
工
業
㈱

  

代
表
取
締
役
会
長

  

高
田

順
一

山
岸
建
設
㈱

相

談

役

 

山
岸

銀
七

㈱
ミ
ヤ
ジ
マ

代
表
取
締
役
会
長

宮
島

清

河
崎
設
備
工
業
㈱

代
表
取
締
役

河
崎

義
宏

㈲
日
広
建
機

代
表
取
締
役

甚
内

忠
義

三
愛
自
動
車
工
業
㈱

代
表
取
締
役

木
下

充
雄

㈱
サ
カ
イ
印
刷

代
表
取
締
役

水
口

敬
子

広告
募集中
自衛隊富山
地方協力本部

 076－
441－3271 (代)

富
山
県
入
隊
入
校
激
励
会

富
山
地
本
は
２
月
28
日
、
富
山
電
気
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
、
令
和
７
年
度
富
山
県
自
衛
隊
入
隊
・
入
校
予
定
者

激
励
会
を
開
催
し
た
。

式
典
で
は
、
新
田
八
朗
富
山
県
知
事
を
は
じ
め
、
田
畑
裕
明
衆
議
院
議
員
、
柴
田
巧
参
議
院
議
員
、
上
田
英
俊
衆
議

院
議
員
、
上
野
蛍
参
議
院
議
員
、
古
井
康
介
衆
議
院
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
た
。
ま
た
、
小
泉
防
衛
大
臣
か
ら

の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
、
激
励
会
後
に
行
わ
れ
た
「
入
隊
・
入
校
予
定
者
の
つ
ど
い
」
で
は
、
円
卓
を
囲

み
和
や
か
な
雰
囲
気
で
昼
食
を
と
っ
た
。
今
回
は
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
「
キ
ト
キ
ト
ロ
ケ
ン
ロ
ー
ラ
ー
寅
さ

ん
」
が
来
場
し
、
自
身
の
代
表
曲
『
富
山
に
あ
る
』
を
熱
唱
し
、
入
隊
・
入
校
予
定
者
に
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
と
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

ま
た
、
先
輩
隊
員
で
あ
る
深
本
太
陽
１
等
陸
士
（
陸
上
自
衛
隊
第
14
普
通
科
連
隊
）
、
森
谷
采
佳
海
士
長
（
海
上
自

衛
隊
横
須
賀
造
修
補
給
所
）
、
赤
倉
煌
大
１
等
空
士
（
航
空
自
衛
隊
第
６
航
空
団
）
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
激
励
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
送
ら
れ
る
と
と
も
に
、
入
隊
・
入
校
予
定
者
を
代
表
し
て
椻
下
（
せ
ぎ
し
た
）
月
翔
さ
ん
（
魚
津
高
校
三
年
）
が

「
確
か
な
実
力
と
優
れ
た
人
間
性
を
体
得
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
」
、
谷 

雛
子
さ
ん
（
富
山
大
学
四
年
）
が

「
仲
間
と
支
え
あ
い
な
が
ら
誠
実
に
任
務
を
果
た
し
て
い
く
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
入
隊
に
あ
た
っ
て
不
安
が
あ
っ
た
が
昼
食
時
に
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
け
て
緊
張
が
和
ら
い
だ
」

「
激
励
の
言
葉
を
た
く
さ
ん
頂
き
入
隊
に
向
け
て
気
持
ち
が
高
ま
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

最
後
に
、
富
山
県
自
衛
隊
家
族
会
会
長
（
松
田

憲 

様
）
か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
「
入
隊
・
入
校
予
定
者
の
つ

ど
い
」
は
幕
を
閉
じ
た
。

式典の様子

富山県知事祝辞

先輩激励隊員メッセージ

深本１士
（高岡市出身）

森谷士長
（富山市出身）

赤倉１士
（富山市出身）

入隊・入校予定者代表のお礼の言葉
椻下さん          谷さん

  （魚津高校３年）（富山大学４年）

新 春 互 例 会
１
月
15
日
、
富
山
市
内
の
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
富
山
に
お
い
て
、

令
和
8
年
富
山
県
自
衛
隊
協
力
団

体
等
新
春
互
礼
会
が
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
国
家
斉
唱
の
後
、
協

力
団
体
協
議
会
幹
事
団
体
の
富
山

県
青
年
防
衛
協
力
会
、
栂
野
高
広

副
会
長
が
冒
頭
挨
拶
。
「
国
際
情

勢
の
不
安
定
さ
、
近
年
の
災
害
派

遣
等
に
伴
う
自
衛
隊
の
活
動
へ
の

理
解
や
必
要
性
、
そ
し
て
、
今
後

よ
り
一
層
の
各
関
係
者
の
皆
様
と

の
連
携
強
化
」
を
訴
え
た
。
来
賓

か
ら
は
、
新
田
八
朗
富
山
県
知
事

を
始
め
、
田
畑
裕
明
衆
議
院
議
員
、

米
原
蕃
富
山
県
自
衛
隊
支
援
議
員

連
盟
会
長
、
堂
故
茂
富
山
駐
屯
地

協
力
会
長
が
、
祝
辞
を
述
べ
た
。

藤
井
裕
久
富
山
市
長
の
発
声
で

乾
杯
し
、
出
席
者
約
９
０
名
が
、

よ
り
一
層
の
結
束
と
発
展
を

願

っ
て
親
睦
を
深
め
た
。
最
後
は
、

渡
辺
光
舟
橋
村
長
の
音
頭
で
万
歳

三
唱
し
、
新
春
互
礼
会
は
、
盛
況

の
内
に
終
了
し
た
。

栂野高広副会長挨拶
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富山地本
公式エックス
＠toyama_pco

富山地本
公式インスタ
＠toyama_pco

各種ＱＲコード掲載しています！
ぜひ読み取って覗いてみてください！

富山地本
公式ＨＰ

㈱
コ
ロ
ネ
ッ
ト

代
表
取
締
役

山
本

一
朗

寿
電
設
㈱

代
表
取
締
役
社
長

高
田

一
徳

泌
尿
器
科
小
島
医
院

院

長小
島

明

高
岡
サ
ポ
ー
ト
㈱

代
表
取
締
役
社
長

濵
下

啓
雄キトキトロケンローラー寅さん

コラボ決定！

寅ROCK
X

～令和７年度自衛隊富山地方協力本部長感謝状受賞者～

２
月
15
日(

日)

金
沢
駐
屯
地
及
び
３
月
９
日(

月)

小
松
基
地
に
お
い
て
今
年
入
隊
予
定
者
を
対
象
に
、

駐
屯
地
及
び
基
地
見
学
を
実
施
し
た
。
見
学
内
容
は
、

自
衛
隊
の
概
要
説
明
、
金
沢
駐
屯
地
や
小
松
基
地
の

任
務
、
職
種
に
つ
い
て
の
説
明
、
体
験
喫
食
、
営
内

の
見
学
等
を
体
験
し
た
。
職
種
説
明
を
聞
い
た
参
加

者
か
ら
は
「
入
隊
前
に
様
々
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、
こ
れ
か
ら
の
自
衛
隊
で
の
生
活
が
よ
り
一
層
楽

し
み
に
な
っ
た
。
」
と
話
し
て
い
た
。
ま
た
保
護
者

か
ら
は
「
入
隊
前
に
子
供
が
ど
ん
な
環
境
で
働
く
の

か
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。
」
な
ど
の
ご

意
見
を
い
た
だ
い
た
。

陸
空
フ
ォ
ロ
ー
広

報
金沢駐屯地にて
～施設見学～

小松基地にて
～内務班見学～

～ 動画はこちら～

南海レスキュー
１
月
24
日
（
土
）
、
愛
知
県
田
原

市
の
白
谷
海
浜
公
園
と
の
周
辺
海
域

で
、
陸
上
自
衛
隊
中
部
方
面
隊
が
主

催
す
る
大
規
模
災
害
対
策
訓
練
「
07

南
海
レ
ス
キ
ュ
ー
」
の
一
環
と
し
て
、

一
般
向
け
広
報
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
た
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
る
孤
立

地
域
発
生
を
想
定
し
た
こ
の
訓
練
で

は
、
海
上
自
衛
隊
の
エ
ア
ク
ッ
シ
ョ

ン
艇
（
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｃ
）
が
登
場
し
、
参

加
者
か
ら
は
驚
き
と
感
嘆
の
声
が
あ

が
っ
た
。
お
お
す
み
型
輸
送
艦
「
く

に
さ
き
」
か
ら
発
進
し
た
巨
大
な
エ

ア
ク
ッ
シ
ョ
ン
艇
は
、
白
谷
海
浜
公

園
の
浜
辺
に
堂
々
と
ビ
ー
チ
ン
グ
、

ト
ラ
ッ
ク
や
重
機
を
乗
せ
た
ま
ま
陸

に
上
が
る
迫
力
あ
る
光
景
に
、
参
加

者
は
一
様
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
構

え
て
い
た
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
道

路
が
寸
断
さ
れ
た
場
合
、
海
上
か
ら

直
接
物
資
・
車
両
を
輸
送
で
き
る
重

要
な
手
段
で
あ
る
た
め
、
た
く
さ
ん

の
見
学
者
の
注
目
を
集
め
て
い
た
。

ツ
ア
ー
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
25
日(

日)

、

陸
上
自
衛
隊
豊
川
駐
屯
地
に
お
い
て
、
資
料
館

見
学
、
87
式
偵
察
警
戒
車
（
Ｒ
Ｃ
Ｖ
）
及
び
16

式
機
動
戦
闘
車
（
Ｍ
Ｃ
Ｖ
）
な
ど
の
車
両
を
見

学
し
、
普
段
見
慣
れ
な
い
車
両
の
大
き
さ
に
驚

き
の
声
が
上
が
っ
た
。

豊川駐屯地にて
～車両展示～

海上自衛隊ＬＣＡＣ
～車両展示～

《一
般
功
労
》

富
山
県
自
衛
隊
除
隊
者
雇
用
協
議
会

鈴
木

達
雄

様

富
山
県
自
衛
隊
除
隊
者
雇
用
協
議
会

      
 

草 

卓
人

様

自
衛
官
募
集
相
談
員

光
澤

智
樹

様

富
山
県
自
衛
隊
家
族
会

野
坂

健
一
郎

様

富
山
県
自
衛
隊
家
族
会

林 

と
し
み

様

に
い
か
わ
信
用
金
庫

貫
名

昭
人

様

個

人

 

細
川

綾
夏

様

《就
職
援
護
功
労
》

三
協
立
山
株
式
会
社

様

株
式
会
社
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ

様

《予
備
自
衛
官
等
雇
用
功
労
》

日
本
通
運
株
式
会
社
北
陸
支
店

様

 

鎧
澤

博

様
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イベント案内 （予定）
４月・５月・６月

ら
い
ち
ょ
う
発
行
に
あ
た
り

多
数
の
皆
様
方
に
協
賛
を
頂
き
、

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

次
号
以
降
も
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

   

富
山
県
自
衛
隊
協
力
団
体
協
議
会

・ 

富
山
県
自
衛
協
会

・ 

富
山
県
隊
友
会

・ 

富
山
県
自
衛
隊
家
族
会

・ 

富
山
県
自
衛
隊
除
隊
者
雇
用
協
議
会

・ 

自
衛
隊
富
山
地
方
協
力
本
部
友
の
会

・ 

富
山
県
青
年
防
衛
協
力
会

・ 

富
山
県
女
性
防
衛
協
力
会

・ 

自
衛
隊
富
山
地
方
協
力
本
部
睦
友
会

・ 

富
山
県
海
上
自
衛
隊
を
支
援
す
る
会

富
山
県
自
衛
隊
協
力
団
体
協
議
会

幹
事
団
体
代
表

高
田

健 「カメラアプリ」または「 QRコード読取りアプリ」
で開いてね☆

イベント案内 （予定）

定
期
異
動
者

自 衛 官事 務 官
【
転

出
】

本
部
長

か
ら

中
部
方
面
総
監
部
（
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本部長略歴

ら
い
ち
ょ
う
を
ご
覧
の
皆
様
、
日
頃
か
ら
地
方
協
力
本
部
に
対
し
て

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
東
部
方
面
総
監
部
人
事
部
募
集
課
長
か
ら
自
衛
隊
富
山
地

方
協
力
本
部
長
に
上
番
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
大
木
１
佐
で
す
。
非

常
に
厳
し
い
募
集
環
境
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か

し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
皆
様
と
培
っ
て
き
た
伝
統
を
継
承
し
専
心
職
務
を

遂
行
し
て
い
く
所
存
で
す
。

上
番
に
伴
い
本
部
長
要
望
事
項
と
し
て
「
す
べ
て
は
大
切
な
人
の
笑

顔
の
た
め
に
」
「
縁
と
絆
を
大
切
に
」
を
地
本
職
員
に
示
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
自
衛
隊
に
入
隊
し
、
成
長
を
実
感
し
活
き
活
き
と
や
り

が
い
を
感
じ
な
が
ら
任
務
遂
行
し
て
い
る
隊
員
を
数
多
く
見
て
き
ま
し

た
。
自
衛
隊
の
人
的
基
盤
の
充
実
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
充
実
し

た
人
生
を
送
る
若
者
の
笑
顔
を
少
し
で
も
多
く
増
や
し
て
い
く
た
め
、

対
象
者
フ
ァ
ー
ス
ト
で
募
集
業
務
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
自
衛
官
と
し
て
尽
力
し
て
き
た
隊
員
・
御
家
族
の
第
２
の
人
生

で
の
笑
顔
の
た
め
、
希
望
に
寄
り
添
っ
た
援
護
業
務
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
最
後
に
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
自
治
体
と
の
連
絡
業
務
に
お

い
て
は
、
県
民
の
安
全
・
笑
顔
の
た
め
万
全
の
態
勢
を
も
っ
て
臨
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
要
望
事
項
の
細
部
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

地
本
業
務
は
す
べ
て
に
お
い
て
「
人
」
に
係
わ
る
こ
と
か
ら
「
縁
と
絆

を
大
切
に
」
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
度
も
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
着
任
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

本
部
長
着
任
の
ご
挨
拶
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